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学校支援のテーマと支援の内容

「読みの力を高める指導法の工夫と改善」

研究主題

①研究の方向性の見出し

②研究授業における授業者支援

③研究授業後の成果と課題の明確化

④普段の国語科の授業における授業改善や資料提供

⑤教育活動全般のサポート

説明文教材 「読み」「書き」関連指導



・ ８月 ２年生研究授業指導案検討①②
・ ９月（～１２月）教育活動全般への支援④⑤

中島 １年生を中心に
山川 ４年生を中心に
本田 ５年生を中心に

・ ９月 ２年生授業公開、協議会③
・１０月 １年生研究授業指導案検討①②
・１１月 １年生授業公開、協議会③
・１１月 ４年生授業公開（プロジェクト提案授業）①③④
・１１月 ５年生授業公開（プロジェクト提案授業）①③④
・１１月 ６年生研究授業指導案検討①②
・１２月 「読み」「書き」関連単元の指導計画提案①④
・１２月 ６年生授業公開、協議会③

支援経過の概要



「だいじなところに気をつけて読もう」

教材 「サンゴの海の生きものたち」 （光村図書2年上）

・・・教材文をもとに「生き物カード」を書く

○成果

・「読み」の観点を「書き」に生かす単元構成の在り方が
見えてきた

教材文の「読み」

↓共通教材での「書き」＜練習ステップ＞

自分の文章を書く＜生き物カード＞

○課題 読みのワークシート

「書き」の観点「書き」の観点「書き」の観点

（１）２年生の授業研究

「書き」の観点「書き」の観点



２年生授業研究 ○課 題
問 い
どうしてクマノミはイソギンチャクの間にいるので
しょう。

児 童
答え（１）・・・体の仕組みに着目
「ねばねばしたえきでおおわれているからさされない」

答え（２）・・・行動の目的に着目
「大きな魚に食べられないため」

問問 いい
どうしてクマノミはイソギンチャクの間にいるので
しょう。

児児 童童
答え（１）・・・体の仕組みに着目答え（１）・・・体の仕組みに着目
「ねばねばしたえきでおおわれているからさされない」

答え（２）・・・行動の目的に着目答え（２）・・・行動の目的に着目
「大きな魚に食べられないため」

どちらに着目
する？

「書き」を意識した
「読み」の重要性を認識



つくり
はしごが つ
いている。

つくり
はしごが つ
いている。

しごと
たかいところの人をた
すける。

しごと
たかいところの人をた
すける。

（２）１年生の授業研究
「くらべてよもう」

教材名 「じどう車くらべ」

（光村図書 １年上）

・・・自分の好きな自動車の説明文を書く

教材文の読み

→共 通 教 材 で 書 く

→自分で文章を書く

（自分の好きな自動車）

「書き」の観点「書き」の観点「書き」の観点

はしご車



「読み」の学習を通じて
「書き」の観点を明確に

• 「読み」「書き」ワークシート

・・・共通の形式
「読み」のワークシート「読み」「読み」のワークシートのワークシート「書き」のワークシート「書き」「書き」のワークシートのワークシート



○ 成 果

「読み」「書き」の関連性を意識

・・・「読み」で学んだことを「書き」に生かす

読みの学習 書きの学習

手がかり＝観点 手がかり＝観点

・段落構成・文体

・人物・表現 など

・段落構成・文体

・人物・表現 など

共 通 の
ワークシート

読み書き関連単元への理解



○ 課 題
Ａ児の説明文 「いどうえいぞう車」
いどうえいぞう車は、

にだいは大きなテレビになっていて、そこにえいぞ
うをうつしだすしごとをしています。

そのために、にだいに大きなテレビがついて

いて、 大ぜいがみてくれます。

Ａ児の説明文Ａ児の説明文 「「いいどうえいぞう車」どうえいぞう車」
いどうえいぞう車は、

にだいは大きなテレビになっていて、そこにえいぞ
うをうつしだすしごとをしています。

そのために、にだいに大きなテレビがついて

いて、 大ぜいがみてくれます。

車の名前

しごと

つくり

「しごと」と「つくり」
の関係性を理解
できていない

「しごと」と「つくり」
の関係性を理解
できていない

「読み」の学習での観点

練習ステップのあり方



（３）４年生の授業研究
「報告書を書こう！～かがやけなないろ環境調査隊～」
１．関連を図るために「読み」の学習で観点をどのように取り上げるか

①「読み」「書き」で共通ワークシートの使用
②観点を明確にするための教材の分割提示
③中の段落を組み立てるときの付箋の利用

段落構成

意味段落

意味段落を
作る例示



（３）４年生の授業研究
「報告書を書こう！～かがやけなないろ環境調査隊～」
１．関連を図るために「読み」の学習で観点をどのように取り上げるか

①「読み」「書き」で共通ワークシートの使用
②観点を明確にするための教材の分割提示
③中の段落を組み立てるときの付箋の利用

段落構成

意味段落

意味段落を
作る例示



４年生の授業研究

「報告書を書こう！～かがやけなないろ環境調査隊～」
２．観点を生かすための練習ステップのあり方

教師のモデル文をもとに、短冊を並べ替え意味段落を作る。

モデル文を
並べ替え

意味段落の名付
け（小見出し

理由

観点の理解観点の理解

→「書き」への活用→「書き」への活用

交流



４年生の授業研究

「報告書を書こう！～かがやけなないろ環境調査隊～」

段落構成や意味段落を意識した文章

伝えたいことが効果的に伝わっていない

「読み」の学習での観点

練習ステップのあり方

相手意識・目的意識
主体性



読みの学習
書きの学習

手がかり＝観点 手がかり＝観点

・段落構成・文体

・人物・表現 など

・段落構成・文体

・人物・表現 など

（４）６年生の授業研究
「伝えよう！私たちの『平和』」

社会科での平和学習

総合・平和の担い手講座 平和に対する意識調査

お年寄りに平和に対する
インタビュー活動



読みの学習
書きの学習

手がかり＝観点 手がかり＝観点

・段落構成・文体

・人物・表現 など

・段落構成・文体

・人物・表現 など

（４）６年生の授業研究
「伝えよう！私たちの『平和』」

社会科での平和学習

総合・平和の担い手講座

筆者の考えと比較
＝考えをもつ

平和に対する意識調査

お年寄りに平和に対する
インタビュー活動

考えを発信



６年生の授業研究
「伝えよう！私たちの『平和』」

必要な情報

必要な情報

お年寄りのために平和を示しているものを調
べ、世界は平和につながることを知らせる必
要がある。

仮の要旨



６年生の授業研究
「伝えよう！私たちの『平和』」

ぼくは、聞き書きをしているときに、お年寄りの方が「あ
まり平和じゃない。」や、「目立つ建物があったら平和と感
じるんだろうね。」となどとお答えくださいました。他にも、
「平和と感じる建造物があるところはどうだろうね。」とお話
くださいました。
なので、遠くのところの平和を感じる建造物を知りたい、

また、まとめたことを発表し、平和なのかを伝えたいと思
いました。・・・
・平和→より身近なもの

・相手意識・目的意識の明確化

仮の要旨

「平和がつながっていること」

子どもの作文より

情報

相手意識

目的意識仮の要旨

融合させ効果的な文章にする融合させ効果的な文章にする
には？には？



（５）研究推進委員会や
レポートをもとにした職員研修への支援

・目的意識や相手意識を高めるゴールの設定

・「書き」を意識した「読み」の学習展開

・各自の「書き」の前の全体練習ステップ

・意欲を高める環境構成



支援の成果と課題

○成果

・「読み」と「書き」の関連を図る際の効果的な観点

・日常的な取組の重要性への気付き

読みの力が高まった子どもの姿を具体的に描ける。

授業観や子ども観が深まる。



支援の成果と課題

○課題

・校内研究としてのつながりが弱く、単発的

・日常的な授業レベルでの行為への具体化

研究授業後も、日常的に研究の方向性を確認
できる時間を設定する。

協議会で確認できたことをまとめ、共有化を図る
手だてを工夫する。

研究の方向性を早期に確認し、共通理解を図る。


